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映
画
時
評 

新
聞
連
載
「
シ
ネ
マ
近
見
」
自
注 

 

藤
田 

明 

映
画
評
論
家 

 新
聞
連
載
と
私
の
足
跡
は
か
な
り
関
係
深
い
。
今
世
紀
に
入
っ
て
か

ら
月
一
回
の
朝
日
「
展
望
・
三
重
の
文
芸
」
が
計
１
５
年
半
で
終
わ
っ

て
後
は
、
月
二
回
の
伊
勢
「
シ
ネ
マ
近
見
」
だ
け
と
な
っ
た
。
２
０
０

６
年
以
来
な
の
で
１
１
年
に
及
ん
で
い
る
。
今
回
は
２
０
１
７
年
１
月

か
ら
こ
れ
ま
で
に
関
し
、
自
注
を
施
し
て
お
き
た
い
。
掲
載
は
第
１
・

第
３
の
日
曜
で
あ
る
。 

原 

節
子
、
そ
の
一
面
（
１
月
１
５
日
付
） 

義
兄
・
熊
谷
久
虎
監
督
に
制
約
さ
れ
た
生
涯
と
見
る
。
津
の
彼
岸
花

映
画
祭
２
０
１
６
の
当
日
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
も
寄
せ
た
が
、
少
し
形
は

違
う
。
名
女
優
礼
賛
の
文
章
の
多
い
中
で
真
実
は
、
と
問
い
直
し
て
み

た
。 

『
ア
イ
ヒ
マ
ン
を
追
え
！
』（
２
月
５
日
付
） 

 

Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
接
点
に
関
心
を
抱
か
ぬ
演
奏
家

や
フ
ァ
ン
へ
の
疑
問
が
冒
頭
。
戦
後
、
西
ド
イ
ツ
の
権
力
側
に
残
っ
た

ナ
チ
残
党
と
闘
う
バ
ウ
ワ
ー
。
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
検
事
長
で
あ
り
な
が
ら

ア
イ
ヒ
マ
ン
が
追
え
る
分
権
的
シ
ス
テ
ム
も
こ
の
映
画
で
知
っ
た
。
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
件
を
持
ち
込
ん
で
の
第
２
主
題
も
成
功
。
Ｒ
・
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
グ
の
絵
と
い
う
細
部
な
ど
心
に
く
い
。
上
半
期
の
ト
ッ
プ
作
で
あ
る
。 

『
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
／
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
』（
２
月
１
９
日
付
） 

 

二
人
の
実
際
の
映
像
は
ご
く
わ
ず
か
。
監
督
の
立
場
は
無
私
に
近
く
、

期
待
外
れ
。『
め
ま
い
』
へ
の
ス
コ
セ
ッ
シ
の
異
論
が
面
白
い
。
短
い

バ
ザ
ン
の
映
像
で
、
サ
ド
ゥ
ー
ル
と
語
り
合
え
た
日
の
こ
と
を
思
い
起

こ
す
。
バ
ザ
ン
を
持
ち
上
げ
、
サ
ド
ゥ
ー
ル
を
低
め
る
昨
今
の
評
価
に

違
和
感
を
私
は
抱
く
。
文
中
、
『
恋
ざ
ん
げ
』
に
及
ん
だ
の
は
、
ヌ
ー

ベ
ル
バ
ー
グ
賛
美
の
向
き
が
ア
ス
ト
リ
ュ
ッ
ク
認
識
を
怠
っ
て
い
る

の
で
は
、
と
い
う
疑
問
か
ら
。 

日
本
映
画
２
つ
の
ベ
ス
ト
ワ
ン
（
３
月
５
日
付
） 

 

『
こ
の
世
界
の
片
隅
に
』
は
全
面
肯
定
者
が
多
く
、
批
判
者
は
少
な

い
。
そ
こ
で
記
し
た
く
な
っ
た
。
文
化
映
画
の
首
位
と
な
っ
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
『
ふ
た
り
の
桃
源
郷
』
は
テ
レ
ビ
局
発
の
問
題
点
を
抱
え

る
。
テ
レ
ビ
と
映
画
の
違
い
を
改
め
て
お
た
が
い
考
究
し
て
は
、
ど
う

だ
ろ
う
。 

２
０
１
６
年
外
国
映
画
ベ
ス
ト
テ
ン
（
３
月
１
９
日
付
） 

 
グ
ァ
テ
マ
ラ
の
『
火
の
山
の
マ
リ
ア
』
を
１
位
に
し
た
理
由
を
含
む
。

ア
メ
リ
カ
映
画
を
久
し
ぶ
り
に
テ
ン
に
選
ん
だ
。『
ト
ラ
ン
ボ
』
で
あ

る
。
日
本
映
画
の
選
出
見
送
り
は
体
調
も
一
因
だ
が
、
多
く
の
場
合
、
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高
齢
と
は
合
わ
な
く
な
っ
た
か
ら
。 

な
つ
か
し
の
内
外
３
作
（
４
月
２
日
付
） 

 

志
摩
市
で
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』、
名
古
屋
で
『
た
そ
が
れ
の
女
心
』、

四
日
市
市
博
物
館
で
『
飢
え
る
魂
』
な
ど
と
３
月
に
は
旧
作
に
接
し
た
。

川
島
雄
三
の
続
編
上
映
会
の
予
定
が
１
年
先
と
は
、
ど
う
解
し
た
ら
い

い
の
か
。 

『
鳥
の
道
を
越
え
て
』（
４
月
１
６
日
付
） 

 

キ
ネ
旬
文
化
映
画
一
位
だ
っ
た
と
い
う
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
て
、
津

で
の
小
さ
な
上
映
会
に
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
３
０
名
で
満
席
。
補
欠

扱
い
と
な
る
。
辞
退
者
が
出
た
た
め
可
と
電
話
連
絡
が
入
っ
た
。
ト
ラ

ブ
ル
で
『
飢
え
る
魂
』
の
終
了
が
遅
れ
、
昼
食
も
そ
こ
そ
こ
に
津
へ
戻

り
、
か
け
つ
け
た
の
で
あ
る
。
見
事
な
、
こ
れ
こ
そ
記
録
映
画
。
終
わ

っ
て
滋
賀
か
ら
の
専
門
家
の
感
想
に
は
抵
抗
感
を
抱
い
た
が
、
今
井
監

督
か
ら
裏
話
な
ど
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
５
月
の
全
国
小
津
ネ
ッ
ト
総

会
の
折
、
再
会
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。『
ヤ
ク
ザ
と
憲
法
』
に
つ
い
て

も
文
中
で
触
れ
て
い
る
。
記
録
映
画
と
い
う
よ
り
こ
ち
ら
は
テ
レ
ビ
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
感
。
紙
面
の
同
じ
ペ
ー
ジ
に
京
都
の
「
東
西
ド
イ

ツ
映
画
ポ
ス
タ
ー
展
」
の
紹
介
記
事
。
６
月
ま
で
あ
っ
た
の
に
行
け
ず

じ
ま
い
。
ミ
ュ
シ
ャ
展
の
方
は
上
京
時
に
実
現
す
る
が
。 

 

増
村
保
造
の
こ
と
（
５
月
７
日
付
） 

 

『
セ
ッ
ク
ス
チ
ェ
ッ
ク
・
第
二
の
性
』
が
意
外
に
面
白
く
、
寺
内
大

吉
の
原
作
を
図
書
館
の
地
下
書
庫
か
ら
出
し
て
も
ら
っ
て
読
む
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
。
今
日
な
ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
関
係
す
る
件
へ
増
村
な
り
に

立
ち
向
か
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
劇
作
家
の
田
中
澄
江
と
夜
遅
く
津
・

橋
北
中
水
難
事
件
の
現
場
に
赴
く
車
中
で
新
進
・
増
村
へ
の
高
い
評
価

を
耳
に
で
き
た
こ
と
も
添
え
た
。 

小
津
安
二
郎
と
今
村
昌
平
（
５
月
２
１
日
付
） 

 

全
国
小
津
ネ
ッ
ト
総
会
で
は
、
新
会
長
が
日
本
映
画
大
学
の
高
橋
世

織
さ
ん
を
講
演
に
招
い
た
。
今
村
は
助
監
督
と
し
て
小
津
に
就
い
た
が
、

２
人
の
作
風
は
違
う
。
し
か
し
共
通
面
あ
り
と
い
う
趣
旨
。
話
の
中
に

小
学
校
で
今
村
の
後
輩
だ
っ
た
私
の
こ
と
が
登
場
し
、「
代
用
教
員
・

小
津
安
二
郎
」
を
発
表
し
た
年
に
今
村
は
映
画
学
校
を
開
い
た
と
も
。

そ
の
結
び
つ
け
方
に
舌
を
巻
く
。
成
瀬
を
一
本
見
た
と
か
、
ミ
ュ
シ
ャ

展
、
池
田
理
代
子
展
へ
寄
っ
た
と
添
え
た
。 

『
台
北
ス
ト
ー
リ
ー
』（
６
月
４
日
付
） 

 

楊
昌
徳
の
代
表
作
再
公
開
に
合
わ
せ
、
最
初
期
の
１
本
が
劇
場
公
開

さ
れ
た
。
画
面
の
９
割
は
暗
い
。
照
明
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
と

言
い
た
い
が
、
今
は
亡
き
監
督
、
新
潮
流
の
作
風
に
好
感
を
抱
き
も
し

た
の
で
あ
る
。 
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『
家
族
は
つ
ら
い
よ
２
』（
６
月
１
８
日
付
） 

 
山
田
洋
次
肯
定
派
・
否
定
派
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
立
場
か
ら
率

直
な
と
こ
ろ
を
記
す
。
登
場
の
若
い
世
代
に
生
彩
が
な
い
あ
た
り
、
ど

う
見
る
か
と
い
う
一
件
も
。 

ア
メ
リ
カ
映
画
礼
賛
（
７
月
２
日
付
） 

 

ワ
イ
ラ
ー
『
ミ
ニ
ヴ
ァ
ー
夫
人
』
で
は
Ｇ
・
ガ
ー
ス
ン
、
カ
ザ
ン
『
草

原
の
輝
き
』
と
ホ
ー
ク
ス
『
男
性
の
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
』
で
は
一
般
に

は
知
ら
れ
な
い
女
優
を
軸
に
記
す
。
昨
今
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
作
品
に
興
は

う
す
く
と
い
う
立
場
で
、
か
つ
て
の
充
実
期
に
触
れ
た
く
な
っ
た
。 

内
外
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
考
（
７
月
１
６
日
付
） 

 

清
水
信
追
悼
と
か
ら
ん
で
亀
井
文
夫
の
こ
と
（
没
後
３
０
年
）、
ア

イ
ヒ
マ
ン
の
裁
判
記
録
『
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
』
評
を
組
み
合
わ
せ
て
み

た
。 

『
セ
ー
ル
ス
マ
ン
』（
８
月
６
日
付
） 

 

Ａ
・
ミ
ラ
ー
の
「
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
死
」
の
舞
台
稽
古
な
ど
何
回
か

挟
ま
れ
る
。
映
画
の
進
み
行
き
と
関
連
あ
る
部
分
な
の
だ
ろ
う
。
シ
ナ

リ
オ
が
あ
る
と
比
較
し
や
す
い
わ
け
だ
が
、
記
憶
だ
け
で
は
至
難
。
そ

の
辺
へ
立
ち
入
る
作
品
評
に
出
会
え
な
い
昨
今
だ
け
に
挑
み
た
い
と

こ
ろ
。
検
閲
き
び
し
い
イ
ラ
ン
な
の
に
社
会
性
も
浮
上
、
日
本
映
画
が

つ
か
め
な
い
で
い
る
と
こ
ろ
を
つ
か
ん
で
い
る
。
ブ
ル
カ
を
と
り
去
っ

た
瞬
間
の
女
優
の
色
気
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
授
賞
式
拒
否
を
最
初
に
表
明

し
た
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。
秀
作
。 

  
 


